
令和３年８月２５日

44,990,000円 （税込み）

45,573,000円 （税込み）

分任支出負担行為担当官　四国地方整備局　徳島河川国道事務所長　新宅 幸夫
徳島河川国道事務所　徳島県徳島市上吉野町３丁目３５

高松市丸の内４－４

日本工営（株）四国支店

随意契約結果書及び契約の内容

本業務を遂行するためには、早期の効果発現を得るための暫定整備対策工の検討における
高度で専門的な技術が要求されることから、公正性、透明性及び客観性が確保される簡易
公募型プロポーザル方式により確定を行うものとした。

公募により技術提案書の提出を求めたところ、1者からの提出があり、これらを総合的に
評価した結果、求める業務内容等に合致し、優れた提案を行ったと認められたことから、上記の
業者を特定したものである。

よって会計法２９条の３第４項及び、予算決算及び会計令第１０２条の４第３号により、
随意契約を行うものである。

「入札情報サービス（ＰＰＩ）(http://www.i-ppi.jp/Search/Web/Gyomu/Keika/Search.aspx)に
アクセスし、発注機関及び業務名を入力して検索することにより、契約過程に関する情報を閲覧
可能である。」

備考

契約年月日

契約業者名

業務の名称

契約担当官等の氏名並
びにその所属する部局
の氏名及び所在地

予定価格

契約金額

随意契約によること
とした理由

本業務は、今切川の堤防耐震対策が必要な区間について、過年度検討を行った各区間内の
細分化区間毎に、計画津波に対し効果的・効率的な対策工法の予備設計検討を行うことを
目的とする。

業務概要

契約業者の住所

徳島河川国道事務所業務場所

土木関係建設コンサルタント業務業種区分

令和３年８月２６日履行期間（自）

令和４年３月１８日履行期間（至）

再就職の役員の数

98.72落札率 ％

令和３年度　今切川耐震対策検討業務


